




出典：JTB総合研究所「旅と生活の未来地図2019」

●ミレニアル、Z世代とは？

ミレニアル世代 26～32歳

Z世代 21～25歳

●特徴

・幼いころからデジタル機器に親しみ

があり発信力がある

・多様な価値観を容認

・震災を経験し、ボランティア精神が

見られる

・モノを所有する事への執着は少なく、

コト消費に価値を見出す
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約4倍



１）旅行に積極的な人と慎重な人で二極化

２）観光地や住民は県外からの観光客に敏感に
→観光客を断る施設の増加、県外ナンバーへの注目

３）マイクロツーリズムの誕生
→感染や地元支援の視点から、地元旅行への関心が高まる

４）ワーケーションへの注目



出典：日本交通公社

新型コロナウイルス感染症流行下
の

日本人旅行者の動向（その６）

2020年4～5月
緊急事態宣言が発令

8割以上
の旅行が
取りやめに



コロナ禍で旅行した
観光客

楽観的な
姿勢



コロナ禍で旅行中止
をした観光客

慎重な
姿勢



観光客の受け入れ拒否



・都道府県をまたいだ移動に過剰反応
・閉塞的な傾向に



出典：星野リゾート公式HP
https://www.hoshinoresorts.com/information/release/2020/09/106281.html

●マイクロツーリズムとは？

Withコロナ期の新たな観光スタイル

自宅から１～2時間の自家用車で

行ける範囲

●特徴

①感染対策と地域経済の両立

②地域の魅力の再発見

③地域の人々のつながり



出典：一般社団法人日本旅行業協会資料

Go Toトラベルキャンペーン
により、マイクロツーリズム
が浸透し始める

埼玉県民は県内を
旅行しなかった



出典：一般社団法人日本旅行業協会資料

Go Toトラベルキャンペーン
により、マイクロツーリズム
が浸透し始める



愛着度ランキング
埼玉県が最下位

地域愛着と

マイクロツーリズムの
関連性

出典：地域ブランドNEWS https://news.tiiki.jp/articles/4566



可能性

・観光による地域経済の活性化

・若者の地域理解、地域愛着の増進

課題

・大きな市場をもつ首都圏と人口が少ない地方の、

観光客数の格差拡大

・東京一極集中を助長



旅行しながら働く 観光の日常化
日常と非日常の境界が曖昧に。

テレワーク、ワーケーションが進むと、居住地を首都圏にこだわる生活から変わる



●関係人口とは？

交流人口でも、定住人口でもなく、地域と多様に関わる人々

地域外の者でありながら、地域づくりに貢献する人物

（出典：総務省 関係人口ポータルサイト）

観光を通して、どのように関係人口は生まれるのか。



出典：作野広和（2019）「人口減少社会における関係人口の意義と可
能性」（『経済地理学年報』 65 巻）の掲載図に一部加工



まとめ ●ミレニアル世代の旅行観
・デジタル社会に親しんでおり、SNSへの投稿が多め
➡コミュニティに共有したい
・コト消費を重視
➡ボランティア意欲が高い
体験型ツアーやアクティビティを通して地域との交流に前向き

●コロナによる観光の変化
・積極派と消極派に二極化
・地域側が観光客を制限する（選ぶ）ようになった
・観光スタイルが新しく多様化
➡ワーケーション、マイクロツーリズム等



仮説 関係人口になり得る若者の観光客

・地元住民との交流に積極的

・体験型プログラム、ボランティア活動に意欲的

・地域の歴史や特色に興味がある

私たちの今後の観光、地域に関する意見

・観光客＞観光地 から 観光客＝観光地 対等な立場に
➡オーバーツーリズムの改善に
・新しい観光スタイルの誕生により、地域の魅力を再発見する機会に
➡情報面での公的機関のサポート、地域の受け入れ体制の発信


